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26年度予算審査特別委員会

インターネット中継と傍聴

江東区議会では、区民の皆さまに議会の活動状況をより一層広くお知らせするため、平成26年第1回定例会から、予算審査特別委員
会の模様を生中継および録画中継で配信します。また、他の委員会のように傍聴することもできます。
予算審査特別委員会の日程等詳細は、区議会だより、区議会ホームページでご確認ください▢問 区議会事務局議事係☎3647-3547

区では東京マラソン当日、フィニッシュ地

点の有明まで無料応援バスを運行します。深

川・城東2コースを運行し、車体前面には｢東

京マラソン応援バス｣と表示。停車場所は水

色ののぼり旗が目印です▢時 2／23(日)［往路］
下表のとおり［復路］深川コース14：00〜16：00、
城東コース14：15〜16：15の間、｢パナソニッ

クセンター東京(下図)｣から30分おきに発車
復路バス乗り場

［注意］交通事情等により運行時刻に変更が生
じる場合や満員で乗車できない場合がありま

す。また交通規制のため、通常の深川シャト

ル(都バス急行06系統)、城東シャトル(都バ

ス急行05系統)の運行経路は変更されますの

でご注意ください▢申 当日直接停留所へ▢問
文化観光課観光推進係☎3647-3312
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複数の工法を組み合わ

せ、震度6強〜7クラス

の大地震でも倒壊・崩

壊しないよう設計・工

事を行います。

①新たに壁を増設(補強イメージA)

②柱と梁の間に鉄骨ブレースを設置

③建物の外壁にフレームや鉄骨ブレース

を増設(補強イメージB・C)

④柱に鋼板や炭素繊維を巻きつける

⑤耐震スリット(柱と壁の間に設ける目

地)の新設

⑥免震装置を設置

⑦制震ダンパーなどの機構を組み込む

※建築基準法に違反して
いないことが条件
※緊急輸送道路沿い等の
条件により助成額が変
わる可能性あり

150万円1／2耐震設計

1,000
万円

1／2
耐震改修
工事

150万円1／2耐震診断

助成
限度額

助成
割合

助成金
の種類


